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県連役員エッセイ 

 

 

あれから・・・そして、これから 
  

 

宮城県生協連監事    細 畑  敬 子 

（東北学院大学生活協同組合専務理事） 

                       
 
 
３．１１の東日本大震災から 8

ヶ月が経ちました。東北学院大

生協は、大学の授業開始（新学

期）とともに５月から通常の業

務を開始することができました。

震災後、学内への立ち入りが出

来なくなり自宅待機を余儀なく

された職員が、元気に出勤して

くれて明るい笑顔で挨拶してい

る様子を見て、とても嬉しかっ

たことを覚えています。 
大学生協は、「協同・協力・自

立・参加」の４つを使命として

掲げていますが、震災という未

曽有の体験の中でも「協同・協

力」の大切さを実感することが

できました。 
店舗に入れない状況で組合員

への連絡もできなく困っていた

ときに、大学がホームページで

生協の連絡先を掲載してくれま

したし、震災後には、大学の災

害対策本部から情報を絶えず提

供していただき、大学との連携

が取れた状態で、再開に向け準

備ができました。 
他にも、職場を失った私たち

にすぐに仮の事務所（会議室）

を提供してくれ、店舗の復旧作

業にも連合職員を派遣してくれ

た東北事業連合、「新入生の住ま

いの斡旋」をどうしようかと悩

んでいたときには、斡旋の場所

の提供を快く承諾してくれた関

係業者、営業再開時には、加入

の受付応援や教科書事業の支援

で全国からたくさんの生協の仲

間が駆けつけてくれました。こ

れらの支援に対して最初は戸惑

いながらも「たすけあい」とい

う大切さを教えられました。 
授業再開時には既に全国大学

生協連からの｢お見舞い金活動｣

も始まっていて東北学院大の学

生組合員にも（全国で最多の330
人近く）見舞金を送ることがで

きました。 
この 10 月からは原発事故に

よる被災地区の学生へのお見舞

金も始まりました。見舞金を受

け取った学生からの「ありがと

うの声」には、前向きなメッセ

ージが多くて励まされています。

また、大学生協の学生と職員の

セミナー（600 人規模）では、

福島の原発事故で避難している

学生が手をあげ「私たちを忘れ

ないでください！」と訴えてい

た姿が印象的でした。 
これからは、ひとりでも多く

の学生が学業を継続できるよう

支援の輪を広げ、継続させてい

くことが必要です。少しでもお

役にたつ生協で有りたいと願っ

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
 

配達期間 2011 年 10 月 3 日（月）～2012 年 4 月 27 日（金） 

[配達地域 県内全域（一部離島などを除く）] 

お任せ給油価格（税込） 1㍑ 90.0 円 18 ㍑１缶 1,620 円 

個 缶 価 格（税込） 1㍑ 91.0 円 18 ㍑１缶 1,638 円 

＊2010 年度冬シーズンの配達量の構成比は、お任せ給油 79.5％：個缶 20.5％でした。 

＊お任せ給油価格は、個缶価格より 1 ㍑ 1.0 円引きになります。 

＊暫定価格は灯油をめぐる大きな環境変化がある場合、期間中に修正することがあります。 

＊来年４月には､冬の生協灯油精算価格を決定し､暫定価格との差額を精算します。 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 宮城県生協連第 42 回総会（2011 年度）第 2回理事会 

 

第 2 回理事会は、9 月 13 日

（火）午後 1 時 30 分より、フォ

レスト仙台第 3 会議室において

開催され、理事13人、監事2人、

顧問 2 人が参加しました。 

１．「東京電力福島原子力発電所

事故をうけての放射能汚染、

原発問題等への取り組み方

針」について、野崎和夫専

務理事より提案があり協議

しました。                   

２．灯油関連報告、東北６県生

協連会長緊急懇談会報告、

東日本大震災復旧・復興に

関する取り組み報告、東日

本大震災復旧・復興支援み

やぎ県民センター活動報告、

消費者行政の充実強化をす

すめる懇談会みやぎ活動報

告、平和・憲法 9 条関連報

告について、野崎和夫専務

理事より報告があり全員異

議なく報告を了承しました。 冒頭、芳賀唯史顧問（日本生

協連専務理事）より挨拶をいた

だきました。 
３．NPO 法人介護サービス非営

利団体ネットワークみやぎ

の活動報告について、入間

田範子常務理事より報告が

あり全員異義なく報告を了

承しました。 

２．「宮城県震災復興計画実施に

あたっての要望書」 につい

て、野崎和夫専務理事より

県議会各会派への要望内容

にしたいとの提案があり協

議しました。 

議長に齋藤昭子会長理事を選

任し、議事に入りました。 
 

【議決事項】 

１．「2011 年度冬灯油暫定価格

決定の件」について、野崎

和夫専務理事より専務理事

専決とすることの提案があ

り全員異議なく了承しまし

た。 

【報告事項】 ４．東北電力女川原子力発電所

視察について、齋藤昭子会

長理事より提案があり全員

異義なく了承しました。 

１．2011 年度県連組合員集会開

催準備報告、みやぎの環境

保全米県民会議報告につい

て、加藤房子常務理事より

報告があり全員異議なく報

告を了承しました。 

【文書報告事項】  
１．県連及び会員生協との協同

活動報告、諸団体との協同

活動報告、行政・議会関連

報告、各種委員推薦・後援

依頼・広告協賛等について、

文書による報告があり全員

異義なく報告を了承しまし

た。

２．「大規模災害見舞金制度創設

の件」について、野崎和夫

専務理事より提案があり施

行日を 2011年 9月 1日とす

ることとし、全員異議なく

提案を了承しました。 
【協議事項】 

 
● 2011 年度冬の生協灯油暫定価格の決定について 

 
 9 月 22 日（水）2011 年度冬

の生協灯油暫定価格を決定しま

した。原油価格が高騰している

なか、県民のくらしに少しでも

貢献できるよう、右記のとおり

の暫定価格としました。 
 



  
 

講師の魚住由紀さん（フリーアナウンサー） 

みやぎ県南医療生協の梅津敏夫専務理事から 

集会決議の提案 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 「消費者のくらしと権利を守る第 32 回宮城県生協組合員集会」開催 

 

9 月 29 日（木）フォレスト仙

台 2 階フォレストホールにおい

て、『消費者のくらしと権利を

守る第 32 回宮城県生協組合員

集会 ～一日も早い復興をめざ

し、力をあわせ一歩ずつ～ 』

が開催され、宮城県生協連加盟

生協から 571 人が集まりました。 
 東日本大震災により、宮城県

生協連の会員生協も被害を受け

ました。そのようななかで、震

災直後から各生協は、被災者、

被災地域に対し、物的・人的な

ど様々な支援を行ってきました。 
今年度の組合員集会は、震災

後ということもあり、規模を縮

小して、会員生協の今後の復

旧・復興に向けた思いを共有す

る内容となりました。 
 はじめに、齋藤昭子会長理事

から主催者挨拶があり、来賓と

して、民主党宮城県総支部連合

会副幹事長 仙台市議会議員 

岡本あき子様、自由民主党宮城

県支部連合会会長 衆議院議員 

小野寺五典様、公明党宮城県本

部幹事長 笠原哲様、日本共産

党宮城県委員会元仙台市議団長 

福島かずえ様、社会民主党宮城

県連合代表 菅野哲雄様、みん

なの党宮城県支部支部長 菊地

文博様からご挨拶いただきまし

た。 
 次に、「震災後の復旧・復興に

向けた会員生協の取り組み報

告」を、松島医療生活協

同組合の青井克夫専務

理事、みやぎ生活協同組

合の高橋朋子理事、生活

協同組合あいコープみ

やぎの鈴木智子理事、東

北大学生活協同組合理

事会室事務局の鈴木歩

さん、宮城労働者共済生

活協同組合管理部総務

課の鈴木俊雄課長の 5
人からありました。松島

医療生協の映像による

報告には、涙ぐむ方もい

らっしゃいました。 
 その後、学習講演とし

てフリーアナウンサー

の魚住由紀さんを講師

に、『被災者に寄り添い 

協同で築くまちづくり』

という演題で、ご講演いただき

ました。 
 魚住さんは、阪神・淡路大震

災を経験し、「被災者に向けた、

被災者のための、被災者の支え

となる番組」のパーソナリティ

ーとして現在もご活躍中で、東

日本大震災の直後から、被災者

を支援するボランティアなどに

参加されており、震災後 1 6 年

が経過した神戸の実態、阪神大

震災の教訓は活かされているの

か、震災は社会の弱い部分をあ

ぶりだす形になっている。その

ため、何が起きているのか見過

ごさず、発信していくことが求

められていると話されました。 
 続いて、みやぎ県南医療生活

協同組合の梅津敏夫専務理事か

ら集会決議の提案があり、集会

決議を採択しました。（後掲） 
 県連副会長理事で東北大学生

活協同組合の佐藤和之専務理事

の閉会挨拶後、集会は終了しま

した。 
 なお、講師の魚住由紀さんか

ら被災地支援として、講演料を

東日本大震災被害産直生産者へ

の支援募金に、寄付していただ

きました。 



  
 

郡和子政務官（右） 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 東北６県の生協連会長連名の「ＴＰＰ交渉への日本の参加に反対する共同声明」を発表 

 

9 月 7 日（水）東北６県の生

協連会長連名による、「TPP 交

渉への日本の参加に反対する東

北６県生協連会長共同声明」（後

掲）を発表しました。 
東北６県の生協では、組合員

の願いをもとに、安全・安心な

農林畜水産物を、生産者と一緒

につくり、農業と地域経済の活

性化、食料自給率の向上、地産

地消の推進に取り組んできまし

た。多くの県民、組合員が願う

安全・安心な食品の確保は、地

域の農林水産業の継続なくして

は実現できません。TPP 参加は、

東北の農林水産業、地域経済に

大きな影響をもたらすものと想

定されます。 
また、巨大地震に加え、津波、

原子力災害、風評被害等、甚大

な被害を被っている農林水産業

の再生にとって、大きな障害に

なることが想定されます。 
生協が長年培ってきた組合員

の願いに応えて実践してきた

「安心しておいしい食品が食べ

たい」という産直活動もできな

くなります。東北６県の生協連

は、そうした農林水産業や地域

経済を破壊し、わたしたちの暮

らしを困難にする「TPP」への

日本の参加に、反対することを

表明しました。

 
● 宮城県議会議員各会派に「東日本大震災からの復旧・復興及び宮城県震災復興計画案につ

いての要望書」を提出 

 

宮城県議会 9 月定例会で、東

日本大震災からの復旧・復興の

すすめかたを定める「宮城県震

災復興計画（最終案）」が審議さ

れることをうけ、9 月 15 日（木）

齋藤昭子会長理事、野崎和夫専

務理事、加藤房子常務理事が、

県議会議員各会派の代表者に面

会し、「東日本大震災からの復

旧・復興及び宮城県震災復興計

画案についての要望書」（後掲）

を手渡し、要請活動を行いまし

た。各会派では、県生協連の要

望をふまえ、県議会での質疑等

に望むことをお約束いただきま

した。 
避難所・仮設住宅・在宅被災

者の実態を踏まえた被災者の生

活基盤の回復、冬の暖房のため

の灯油購入の助成、被災者生活

再建支援法の拡充と二重債務問

題への公的支援、生業・農漁業

の再生のための支援、放射能汚

染をはじめとした原子力災害に

対する対策の実施、女川原発に

ついては安全が担保されない限

り再稼動しない、震災復興財源

に消費税をあてることなく他の

財源でまかなうことを要請しま

した。  
 

● 郡和子内閣府大臣政務官に「東日本大震災からの復旧・復興及び宮城県震災復興計画案に

ついての要望書」を提出し懇談 

 

 9 月 19 日（月）齋藤昭子会長

理事と野崎和夫専務理事が、宮

城 1 区選出の郡和子内閣府大臣

政務官（東日本大震災復興対策

本部宮城県現地対策本部長）に、

「東日本大震災からの復旧・復

興及び宮城県震災復興計画案に

ついての要望書」（後掲）を手渡

し、要請懇談を行いました。 
お風呂の追い炊きのできない

仮設住宅の実情などを、紹介し

要望しました。 



  
 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 宮城県「東京電力福島第一原子力発電所事故対策みやぎ県民会議」参加報告 

 
県生協連は、5 月 25 日、8 月

10 日付けで｢東京電力福島第一

原子力発電所事故にともなう放

射性物質による食品汚染問題等

に関する要請書｣を知事宛に提

出し、県の担当部局との懇談に

続き、県議会各会派への要請も

行いました。 

東京電力福島第一原子力発電

所事故により、放射性物質の影

響が広範囲におよび、深刻にな

りつつあることから、宮城県は 9
月 12 日「東京電力福島第一原子

力発電所事故対策みやぎ県民会

議」(以下県民会議)を設立しまし

た。 
県民会議への参加団体は、農

林水産業・商工業・保健医療福

祉･交通運輸･消費者・教育文化･

法曹・市町村合わせて 62 団体で

す。宮城県生協連では、消費者

団体として齋藤昭子会長理事が

参加しています。 
宮城県は、今後「原発事故被

害対策基本方針」・「原発事故被

害対策実施計画」を策定します。

その項目として、①放射線･放射

能に係るモニタリング②被害・

汚染状況の把握③除染対策④汚

染物・廃棄物の処分⑤健康影響

調査⑥損害賠償対応⑦各種広

報・公聴が上げられています。  

今後も県民会議のなかで、ま

た独自に意見を出していきます。 

 
● 2011 年度「食の安全・安心学習会」参加報告 

 

9 月 16 日（金）日本生協連北

海道・東北地連主催で、2011 年

度「食の安全・安心学習会」が、

福島市のコラッセふくしまで開

催され、東北各県の生協より109
人が参加しました。 

はじめに、講演 Ⅰ「食品と放

射能」について、消費者庁消費

者政策課長の黒田岳士さんから

お話しいただきました。消費者

庁で発行した「食品と放射能」

の小冊子（改訂版）を元に、放

射性物質、放射線、放射能など

の基礎知識、外部、内部被爆の

相違と身体への影響などの食品

の安全性と被ばく予防。野菜や

米、魚、牛乳や肉・卵、水道水

の安全性に関する報告などの説

明がありました。 
次に、講演 Ⅱ「震災・原発事

故と今後の農業、食料問題

の課題（ゆくえ）」について、

福島大学経済経営学類・准

教授の小山良太さんから、

お話しいただきました。「政

府は、原発事故の問題を東

日本大震災の中の一部と言

っているのは、対策面から

みても分けて考えるべきで区分

すべき。農地の土壌汚染マップ

がないのに除染するのは無理が

あり、早期のマップ作成をすべ

き。賠償を恐れて損害調査をし

ないという事があってはならな

い。将来にツケを回すのはコス

トが増大する。賠償と現実の損

害を切り離して考える必要があ

る。安全性の確保のために、①

土壌分析②予備検査③本検査④

消費地検査（販売時）が必要。

風評被害は生産業者、消費者も

流通業者もみな被害者であり、

対立問題に矮小化してはならな

い。社会関係資本（地域ブラン

ド、ネットワーク、文化資本人

的資源（避難者））が壊れたのも

原発事故によるものだ。」と話さ

れました。 
原子力災害、放射能汚染につ

いて、どのようにとらえ、再生

していくかについて、考えあう

学習会となりました。 



  
 

今野巧課長（左）齋藤昭子会長理事（右） 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 東北６県の生協連で東北経済産業局に、石油製品の安定供給と適正価格に関する要請行動 

を実施 

 

9 月 28 日（水）東北６県の生

協連の代表が、東北経済産業局

に、石油製品の安定供給と適正

価格に関する要請行動を行ない

ました。 
宮城県生協連の齋藤昭子会長

理事が要請書（後掲）を読み上

げ、今野巧課長に提出し懇談し

ました。岩手県生協連の吉田敏

恵専務理事から、要請の主旨説

明を行いました。参加者からは

「仙台製油所が稼動しないので、

量・価格の安定化に関して監

視・指導を強化してもらいた

い。」「被災地の東北の局とし

て、対策を講じてほしい。」「灯

油懇談会を各被災地で開催して

ほしい。」など要望が出されま

した。今野課長からは「供給量

について、各元売り会社に確認

している。在庫量は、前倒しで

積み上げおり、今後も注視して

いく。」との説明がありました。 

最後に、各要請項目について、

文書での回答を出していただく

よう要望しました。 

東北経済産業局資源・燃料課 今野巧課長、嶋田辰也総括係長 
生協連 ［岩手県連］加藤善正会長理事、吉田敏恵専務理事 ［宮城

県連］齋藤昭子会長理事、野崎和夫専務理事、加藤房子常

務理事、木村孝統括（みやぎ生協） ［山形県連］大友廣和

専務理事 ［福島県連］佐藤一夫専務理事 ［日本生協連北
海道・東北地連］斉藤浩輝 

≪参加者≫

 

● 「2011 年度灯油学習会」開催 

 

10 月 13 日（木）フォレスト

仙台第 2 フォレストホールにお

いて、「2011 年度灯油学習会」を

開催しました。2011 年度宮城県

生協連灯油モニター、みやぎ生

協、生協あいコープみやぎから

111 人が参加しました。 
 はじめに、野崎和夫専務理事

が開会挨拶を行いました。続い

て、生協灯油 DVD 紙芝居「ホッ

とする約束」（2009 年度作成）

を上映しました。 
 その後、「今年の冬の灯油事

情―震災時の状況と今年の見通

し―」と題して、みやぎ生協共同

購入商品本部の河野敏彦部長か

らお話がありました。震災発生

時の状況についての説明があり、

６製油所（国内全体の 3 割を占

める）が稼動停止し、しかも、

仙台・鹿島・千葉は深刻な状況

にあり、仙台製油所は来年 3 月

まで稼動できないこと、タンク

ローリー約 150 台以上が被災・

流出したことや、生協が灯油を

確保するまでの流れを、詳細に

お話いただきました。 
 また、今年の見通しについて

価格に関しては、原油価格の変

動に左右され石油元売りの管理

下にある。灯油在庫が国内トー

タルでは存在するが、天候など

で局地的に不足する恐れがある

ため、大雪などへの備えは、各

家庭での備蓄が必要になるであ

ろうということです。 
 震災後に内閣府被災者支援特

別対策本部に生協灯油の供給要

請を行った結果、石油元売りへ

出荷指示を出してもらえたこと

は、県内全域に配達している生

協灯油が生活必需品として認め

られたことであり今後の運動を

展開していく上では重要なこと

だとも話されました。 



  
 

原油価格の推移（2010 年 2 月～2011 年 8 月） 
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ＷＴＩ BRENT DUBAI

ドル／バレル 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 「2011 年度第１回灯油対策本部会議」開催 

 

宮城県生協連では、灯油価格

が高値で暮らしを直撃する厳し

い状況のなか、灯油情勢の変化

に応じてメンバーへの情報提供

や行政・元売への要請行動等迅

速な対応を行うため、灯油対策

本部を設置しました。 
 10 月 20 日（木）、第 1 回県連

灯油対策本部会議を開催しまし

た。はじめに、9 月 22 日（木）

の冬灯油暫定価格発表、9 月 28
日（水）の東北経産局交渉、10
月 13 日（木）の灯油学習会・灯

油モニター会議開催の報告があ

りました。 
その後、今冬の灯油価格の見

通し、2011 年度灯油活動の取り

組み方針、宮城県・中央省庁・

元売への要請行動の計画につい

て、協議しました。 
今冬の灯油は、原油価格が例

年より高い水準となっており暫

定価格が 18㍑１缶 1,620円とな

っていること、東日本大震災に

より仙台の石油精製所が 3 月ま

で使用できず灯油が他地区より

輸送されてくること等から、灯

油の輸送および在庫計画につい

て万全を期してもらうこと、ま

た価格引き下げの努力をしても

らうことを要請していきます。 

 

● 「仙台市震災復興計画（中間案）」へ意見を提出 

  
仙台市では、「仙台市震災復

興計画」を現在策定中です。9
月 22 日（木）～10 月 17 日（月）

まで、「仙台市震災復興計画（中

間案）」へのパブリックコメント

を募集しました。 
10 月 17 日（月）宮城県生協

連では、被災者の意見を十分に

聞き、その意見を反映させた「仙

台市震災復興計画」が策定され

ることを要望し、意見を提出し

ました。（後掲） 
「仙台市震災復興計画」は、

仙台市が市民とともに東日本大

震災からの復旧・復興に向けて

取り組むべき施策を体系的に定

め、計画的に推進していくこと

により、一日も早い復興を達成

することを目的としています。 
計画期間について、国の「復

興の基本方針」では、今後 10 年
間の「復興期間」のうち平成 27 
年度（2015 年度）までの当初５

年間を「集中復興期間」と位置

づけ、重点的に国が事業費を確

保するものとされています。こ

うした国の動向と整合を図り、

震災復興計画の計画期間は、平

成 23 年度（2011 年度）から平

成 27 年度（2015 年度）までの

５年間としています。 
 また、「100 万人の復興プロ

ジェクト」として、事業のうち、

復興計画の基本理念を具現化し、

復旧を先導し、復興を牽引する

10 のプロジェクトを掲げ、震災

復興のシンボル的な取り組みと

して重点的に推進します。 
 



  
 

子育て中のお母さんが多く参加しました 

 
宮城県生協連の活動 

 

● 「家計モニター募集のためのライフプラン学習会」開催 

 

宮城県生協連では、1978 年か

ら「生協の家計簿」を使って家

計調査を行っています。この調

査に協力していただく「家計モ

ニター」の募集を毎年 10 月～11
月に行っています。 
今年は、子育て中の年代の家

計簿をつける人を増やすことを

目的として、10 月 18 日（火）

フォレスト仙台 2 階第 6 会議室

において開催し 33 人が参加し

ました。 
 『子育てママのためのライフ

プラン学習会―わが家の夢プラ

ン＆マネープラン―』と題して、

ファイナンシャルプランナーの

小野寺永吏さんを講師にむかえ

て学習しました。 
「これから先どんな人

生を送りたいと思ってい

るか、漠然と将来を想い描

くより、これから先の生活

設計をより具体的に考え、

目に見える形にすること

によって、夢の実現や目標

達成のために何をすべき

かを知ることができる。厳

しい家計戦略を乗り切るために、

自分や家族を含めたライフプラ

ンをはっきりさせて、マネープ

ランを立てることが大切。その

ためのツールとして、家計簿を

つけることがとても重要になる。

家計簿は、チェック機能とデー

タとしての機能が得られるので、

見通しを立てる上でとても役立

つ。」とお話しされました。 
学習会の最後に、家計担当事

務局の佐藤啓子さん（みやぎ生

協）から、2012 年の家計モニタ

ーの募集について説明がありま

した。生協の家計調査について

や、「生協の家計簿」の紹介など

がありました。 
 

 

● 「2011 年度北海道・東北地区行政・生協連絡会議」参加報告 

 
 2011 年度北海道・東北地区行

政・生協連絡会議が、10 月 19
日（水）に山形県庁で開催され、

北海道・東北７道県の行政担当

者 11 人、各生協連から 20 人が

参加しました。 
 はじめに、山形県の佐藤和志

生活環境部長より、東日本大震

災における被災地の復旧・復興

と消費者行政の充実・強化にむ

けた情報交換を行い、行政の推

進の一助となることを期待する

旨の挨拶がありました。 
 「山形県における被災地支援

について」山形県生活環境部

危機管理・くらし安全局より

報告がありました。また、

「被災地における消費生活

相談の概要及び災害協定に

基づく対応について」宮城県

消費生活文化課および宮城

県生協連より、「全国の生協の

被災地支援の取り組みについ

て」日本生協連渉外広報部より

報告がありました。 
その後、各道県から、震災時

及び震災後における「くらしの

安全」に関する取り組みについ

て報告がありました。 
震災時における被災地支援の

取り組み、消費生活相談の状況、

消費者行政事業の進捗状況等を

情報交換しました。行政と生協

が協力して取り組んでいくこと

を協議しました。  



 
環境のとりくみ 

  

オープンキャンパス時の生協学生委員に 

よる出店（売り上げの一部を募金へ） 

高橋学長(左)に目録を渡す 

草野理事長(中)と中川学生委員長(右) 

若生副知事（右から 2 番目）と贈呈式に 

出席したみやぎ生協の理事 

    
 

東日本大震災 復旧・復興のとりくみ  

 
 み や ぎ 生 協  

● 東日本大震災被災者支援募金を宮城県に贈呈 

 

若生副知事からは、「義

援金の配布を早急にすす

めることが現在の優先課

題になっており、一刻も早

く届けたいと考えている。

今回、多くの募金を贈呈い

ただいたことに感謝して

いる。震災後はみやぎ生協

自身大変な中、物資等で多

くの協力があり大変感謝してい

る。」と御礼の言葉をいただき

ました。また、「志津川の牡蠣

は、みやぎ生協との産直提携で、

若い生産者が生産に携わるなど、

みやぎ生協は地域の産業に多大

な貢献をしている。今後もぜひ

志津川を応援し、見守って欲し

い。」と、期待を述べられまし

た。 

みやぎ生協では、東日本大震

災で被災された方々の生活再建

を応援することを目的とした

「被災者支援募金」をメンバー

（組合員）に呼びかけました。 

その第一次分として、集まっ

た募金 3,400 万円を、９月８日

（木）宮城県に贈呈しました。 
齋藤昭子理事長より若生正博

副知事に募金目録をお渡しし、

この間のみやぎ生協の被災者支

援の取り組みを報告。また地域

のボランティア活動の取り組み

を３人の理事より、それぞれ報

告しました。 

（機関運営課課長 稲葉勝美）

 

   

  
宮城教育大学生協 

● 被災学生支援募金の贈呈について 

 

東日本大震災により、多くの

学生が家屋の倒壊や家族の被災

などの被害を受けました。 
宮城教育大学生協理事会では、

大学で立ち上げた「東日本大震

災宮城教育大学被災学生支援募

金」の支援要請をうけ、食堂事

業の一環として取り組まれてい

る「ミールカード」の財源とし

てお預かりしている原資を、利

用者の方々に了解をいただき寄

付させていただきました。 
 寄付の金額は 52 万円になり、

5 月 24 日（火）に、宮教大生協

草野清信理事長より、高橋

孝助学長へ贈呈いたしまし

た。 
さらに宮城教育大生協で

は、学生委員会による食堂

ホールでの募金の呼びかけ

や、オープンキャンパス時

に出店の取り組みで収益の

一部を、今回の募金へ寄付

しました。 
寄付の金額は現在 72,406

円となっています。 
（専務理事 佐藤孝） 

 



 
環境のとりくみ 

  

現場調査を行う調査員 

    
 

東日本大震災 復旧・復興のとりくみ  

 
 宮 城 労 働 者 共 済 生 協  

● 東日本大震災対応状況および被災者専用サポートダイヤルについて 

 

全労済宮城県本部では、被災

された組合員の 1 日も早い生活

再建を支援するべく、現場調査

を含む共済金のお支払い活動を

最優先に進めています。10 月 3
日（月）現在、宮城県内におい

て被災受付件数 38,221 件、給付

件数 35,806 件、共済金額約 390
億円という状況です。 
また、共済金のお支払いだけ

でなく、5 月から「被災者専用

サポートダイヤル」を開設し、

被災されたご契約者とご家族の

皆さまに、少しでも心やからだ

の負担が軽くなるよう、看護師

や臨床心理士等による無料

の電話相談を行っています。 
 今後、被災者対応を最優

先としながら、全労済全体

で「住まいと暮らしの防災

保障点検運動」を展開して

いきます。火災共済からス

タートした事業体である全

労済として、災害による被害か

ら、組合員の皆さまとそのご家

族を守り、万一被災にあっても

生活再建が可能な経済的な備え

（保障の準備）を行うことを目

的とした取り組みです。この取

り組みを通じて、防災の 3 つの

ポイントである「備える」「守

る」「再建する」を啓発し、い

つ来るかもしれない災害に、し

っかり備えていくことを目指し

ます。 

（事業推進部部長 白川尚正） 

    

 

 

 東日本大震災復旧・復興支援みやぎ県民センター 

● 「県民版復興会議」、「放射能汚染・被害からいのちと健康を守り原発ゼロをめざす 

県民集会」参加報告 

 

9 月 19 日（土）「県民版復興

会議」が、東日本大震災復旧・

復興支援みやぎ県民センターの

主催で、仙台弁護士会館で開催

されました。被災者と県民が発

言する機会をつくったもので、

100 人が参加しました。 
 同センターの綱島不二雄代表

が、野村総研の丸抱えで作られ

た県の「震災復興計画」の根本

的見直しを求め、「県民のため

の復興計画をつくりたい」とあ

いさつ。菊地修事務局長が、同

センターの提言を解説しました。

宮城県漁協の船渡隆平専務が、

漁業者の被災と再起をめざす動

きを紹介。漁場と資源を管理す

る漁業者の役割を説明して、「水

産特区構想」を批判する特別報

告を行いました。また放射能汚

染、解雇、一部損壊住宅の改修

支援、宅地被害の復旧に向けた

支援制度を求める取り組みなど

が報告されました。 
 10 月 15 日（土）「放射能汚

染・被害からいのちと健康を守

り原発ゼロをめざす県民集会」

が、仙台錦町公園で開催され、

750 人が参加しました。福島原

発事故による放射能汚染が各地

に広がり、県内の酪農・畜産が

被害を受け、「子どもの健康や

食の安全が心配」の声が高まっ

ています。世界でも、原発に頼

らない「エネルギー政策へ転換」

が共通の願いの中、開催されま

した。 
（専務理事 野崎和夫） 

 



 
環境のとりくみ 

  

    

げんさん

稲刈りについての説明を聞く参加者 

    

会員生協だより 

  

  み や ぎ 生 協  

● 産直ブランドが「めぐみ野」で再デビュー ● 産直ブランドが「めぐみ野」で再デビュー 

  
41 年前に、みやぎ生協の前進

である「宮城県民生協」の組合

員と生産者の方々が、「顔とく

らしの見える産直」を始めまし

た。生産者と消費者の食に対す

る思いを直接結ぶことで、共に

幸せを分かち合う「産

41 年前に、みやぎ生協の前進

である「宮城県民生協」の組合

員と生産者の方々が、「顔とく

らしの見える産直」を始めまし

た。生産者と消費者の食に対す

る思いを直接結ぶことで、共に

幸せを分かち合う「産消直結」

への取り組みです。これが「産

直」の始まりです。 
さらに、未来へ向けて新たな

一歩を踏み出すために、この取

り組みから生まれた商品に「め

ぐみ野」という名前を付けまし

た。商品パッケージのイメージ

を全商品で統一し、演出物も一

新しました。みやぎ生協のホー

ムページでも紹介していますの

で、是非ご覧ください。 
「めぐみ野」には、キャラク

ターが登場します。生産者の

“げんさんと奥さんのサトさん”、

消費者家族の“みのり家”です。

音楽や歌もあるんですよ。そし

て運が良ければテレビ CM も見

ることができます。 
産直の３つの基準①産地と生

産者が明確②生産方法が明確③

生産者と消費者の交流は「めぐ

み野」にもそのまま継承してい

ます。 
（産直推進本部事務局長  

沼沢美知雄） 

 

   

    

   
あ い コ ー プ み や ぎ  

● 無農薬交流田は今年も豊作でした 

 

あいコープみやぎには大郷町

の生産者の協力のもと、組合員

の交流・体験活動のために、14
年間無農薬無化学肥料で栽培し

ている交流田があります。 
震災直後は交流・体験活動の

ことを考えられる状態ではなく、

交流田はどうしようかと迷った

こともありました。そんな中で

もたくましい生産者の皆さんは、

春の準備作業を進めてください

ましたので、秋には組合員と一

緒に稲刈りができる

ように、今年も米作り

を行なうことにしま

した。 
そして 10 月 29 日

（土）の稲刈りは、30
人を超える組合員が

参加して、「大郷みど

り会」の生産者の指導

のもと、例年のように

盛大に行うことができました。 
暑い夏の日も稲にとってはめ

ぐみの陽射しだったようで、交

流田のお米は金色のこうべを垂

れていました。今年も無農薬無

化学肥料、自然乾燥のおいしい

お米が食べられそうです。 

なお、あいコープでは取り扱

うお米の放射能検査を、稲体、

玄米、白米で行ない、すべて「不

検出」を確認したうえで供給す

ることとしています。検査結果

は、ホームページでも公開して

います。 

（交流田担当 小野奈美子） 



 
環境のとりくみ 
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メンバーさんに好評だった新米の試食販売 
（みやぎ生協の店舗にて） 

 
会員生協だより 

 
 尚 絅 学 院 大 学 生 協  

● 学生と一緒にオリジナルライトを作成 

 

３月 11 日の大震災の後、停電

が続いて暗い夜を過ごした学生

から「懐中電灯がなく困った。」

「携帯電話の充電ができなかっ

たので、電灯の代わりがなかっ

た。」と言う声が多くありまし

た。 

そこで、停電でも大丈夫なよ

うにソーラー式の LED ライトを

安く仕入れができないか探した

ところ、名入れしても 300 円で

供給できる仕入れ先があったの

で早速頼みました。 

商品選定をした学生委員会

「アリスクラブ」と店舗委員会

「ライフ」は、形はいろいろあ

ったほうが良いという事で、丸

型・長方形の他に、Ｔシャツの

型にし、大学のマークも入れて

オリジナルにしました。 

購入された学生組合員からは、

「夜道を明るく照らし安心」「こ

んなに小さいのに意外と明る

い。」と喜ばれています。今後、

ますます普及されるようにしよ

うと思っています。 

（専務理事 中村祐志） 

    

  

 
み や ぎ 仙 南 農 協  

● 2011 年産の新米について 

 

今年も実りの秋がやってきま

した。 
3 月 11 日の震災により、津波

で被災し作付出来なかった圃場

が広範に発生、県内水稲作付面

積は 7 万 ha 弱、前年の 91％に

とどまりました。 
壊滅的な被害の沿岸 JA に比

べれば、みやぎ仙南農協は被害

の少なかった内陸部 JA ですが、

用水路補修、水道、電気、燃

料欠乏等による適期作業の遅

延は避けられず、田植え後の

好天から生育の遅れは回復し

たものの、集荷数量から作柄

は平年並み以下というのが、

県内 14JA 米穀担当者の実感

です。 
原発事故による放射性物質

測定検査には本当に心配させ

られましたが、県内 381 ヵ所す

べてがクリアし、各市町村に要

請された出荷自粛はすべて解除

となりました。 
2011 年は本当に忘れること

のできない年となりましたが、

この環境のもとで育ったみやぎ

の新米が、10 月 6 日（木）から

一斉発売。みやぎ生協店舗では

「めぐみ野米」試食販売が行わ

れ、多くのメンバーさんに「今

年のお米は特においしい。」と

試食していただきました。 
（営農経済部部長 三戸部文夫）



 
環境のとりくみ 

  

    

「船岡スズメおどり」 

「五大堂太鼓」 

 
会員生協だより 

 
 み や ぎ 県 南 医 療 生 協  

● 「第 13 回健康まつり」開催 

 

10 月 16 日（日）晴天の秋空

の下、「みやぎ県南医療生協第

13 回健康まつり」が開催されま

した。町内の行事が重なる中

1,700 人の参加者で賑わいまし

た。前日から雨模様が朝まで続

いて心配されましたが、開催時

刻には晴天となり、絶好の「ま

つり」日和となりました。      

今回のまつりでは、槻木施設

のデイサービス事業の開始を予

定しており、その事業所の名称

をまつり参加者みなさんにシー

ル投票していただきました。そ

の結果「あおぞら槻木」が一番

多く、その名称を10月22日（土）

の理事会で確認させていただき

ました。 恒例となった船岡中学校吹奏

楽部によるオープニングで始ま

り、中央舞台での各支部・サー

クルの出し物や健康クイズ、大

抽選会などで楽しいひと時とな

りました。 

また、今回被災地支援活動を

継続的に行うため、バザーの売

上金（107,937 円）と出店料な

どを、被災地支援活動に充てさ

せていただくことになりました。

ご協力いただいた参加者のみな

さんに感謝いたします。そして、

今回健康まつりの準備や後片付

けにあたっていただいた実行委

員の方々や多くの組合員のみな

さん、大変ご苦労様でした。 
（専務理事 梅津敏夫）

 

    

  松 島 医 療 生 協  

● 「健康まつり」開催 ～震災復興で絆（きずな）を強めよう～ 

 

１0 月 23 日（日）松島中央公

民館を会場に「2011 年度松島医

療生協健康まつり」を開催しま

した。 
オープニングは、地元の子供

達の勇壮な「五大堂太鼓」では

じまり、フラダンスも披露され

ました。 
来賓として出席した大橋健男

松島町長は、「震災の時、どこ

よりも早く松島医療生協が駆け

つけて来てくれました。」とし

て感謝の言葉を述べました。東

松島市の五野井敏夫市議会議長

は、「東松島市の津波の犠牲者

のこと」を涙ながらに報告しま

した。今年の健康まつりには、

600 余人の参加があり、午前の

部は、坂病院の医師矢崎とも子

先生をお迎えして「放射能問題」

についての学習講演会行いまし

た。午後の部では、演芸会を実

施しました。 
会場内では、作品展示、活動

報告写真展示、健康チェック、

骨密度検査などを行いました。

人形劇も公演され子供たちも楽

しめる企画になりました。最後

にお楽しみ抽選会も行いました。 
全国の民医連･医療福祉生協

連の大きな支援や、地方自治体

や地域の組合員の支援と協力に

より、すばらしい一日を送るこ

とが出来ましたことを心から感

謝いたします。 
（健康まつり実行委員長 

名雪英三） 



環境のとりくみ 協
 

同のとりくみ    

   

 
● 宮城県労働者福祉協議会主催 被災地の子どもたちを「プロ野球・観戦ツアー」に招待 

 

宮城県労働者福祉協議会では、

「プロ野球・観戦ツアー」を開

催しました。 
この観戦ツアーは、被災地の

小学生・中学生を招待し、プロ

野球の観戦を通じて、被災地の

小中学生を元気づけることを目

的として開催しました。 
9 月 10 日（土）に石巻地区の

小中学生と保護者 37 人を招待

して東北楽天ＶＳ日本ハム戦を、

24 日（土）に多賀城・塩釜地区

の小中学生と保護者 45 人を招

待して東北楽天ＶＳソフトバン

ク戦を観戦しました。 
当日は、12 時に球場到着、そ

の後、記念撮影、昼食、練習の

見学、14 時から試合観戦、東北

楽天イーグルスのグッズも配ら

れ、子どもたちにとって楽しい

一日となりました。また、10 日

の東北楽天ＶＳ日本ハム戦では、

田中将大投手と斎藤祐樹投手の

投げ合いを観ることができまし

た。 
 
 
  

 
● 「平成 23 年度みやぎの環境保全米県民会議並びに新米試食会」参加報告 

 

9 月 26 日（月）仙台国際ホテ

ル 2 階会議室において「平成 23
年度みやぎの環境保全米県民会

議」が開催されました。 

震災からの復興と放射能汚染

の風評被害を払拭する意味と

「宮城米＝環境保全米」を大々

的に PR することを目的に、今

年の試食会には、県民会議委員

の他、県選出国会議員、県議会

議員、一般消費者など 88 人が招

待されました。仙台国際ホテル

取締役総料理長の中村善二さん

からメニューの紹介があり、参

加者は環境保全米のひとめぼれ

とササニシキの新米を宮城の食

材とともにおいしくいただきま

した。新米は例年に増して、色

つやよく味わい深い出来栄えで

した。 

JA 宮城中央会の菅原章夫会

長から「震災により 5 千億円の

被害があった。また、津波によ

る作付け面積の減少がある。放

射能汚染の風評被害もあり、今

年度はよりいっそう、環境保全

米のさらなる定着と普及拡大を

進めていくことが必要となる。」

と挨拶しました。 
その後、平成 22 年度みやぎの

環境保全米づくり全県運動の取

組経過と県民会議等の活動の報

告がありました。 
続いて、平成 23 年度みやぎの

環境保全米づくり基本計画並び

にみやぎの環境保全米県民会議

の活動計画について提案があり

協議しました。委員からは、「作

付け面積の拡大のためには、生

産者への理解促進と地域毎のマ

ニュアル化が必要ではないか。」

「循環型農業を推進しているが、

放射能汚染の影響で来年の作付

けが心配だ。」「生産者の思いが

消費者へ伝わるようなツールの

検討をしてほしい。」などの発言

がありました。 
 県民会議終了後、同ホテル平

成の間において「みやぎの環境

保全米新米試食会～宮城の復興

は農業から！～」が開催されま

した。 



 

 

 

 

 

 
 

 
 

生協の環境活動は、生協組合員の活動や事業における取組みを通して、環境負荷の軽減と省エネルギー、省資源、リサイクルなどの

環境保全型社会づくりに貢献していきます。組合員のライフスタイルの見直し、生産から流通・消費・廃棄までの製品のライフスタイル

の各段階における環境負荷の低減等をすすめます。 

環境のとりくみ 環境のとりくみ 

み や ぎ 生 協  

● 「夏の節電・節水チャレンジ」に取り組みました 

 

≪冬の節電・節水チャレンジシート≫ 

実施：2011 年 11 月～2012 年 2 月 

①「電気使用量のお知らせ」(検針票)や目安
などを参考に 1 週間の目標を立てる。 

②家族で作戦を立て１週間取り組む。 

③シートを提出 

 

出し方 

使用したてんぷら油の油かす等をこして取り除き、

500ml のペットボトルに入れて、店舗に設置されてい

る専用の回収ボックスに、ペットボトルごと入れる。 

回収する油 

サラダ油、ごま油、オリーブオイルなど、家庭から出る

液状の植物油 

回収できない油 

凝固剤で固めた油、動物性油（ラードなど）、常温で固

体の油脂（マーガリン、パーム油等）、食用以外の油

など 

みやぎ生協では、震災による

電力不足や、下水処理施設の被

災による処理能力の低下などの

事態を受け、「夏の節電・節水

チャレンジ」を、メンバー・職

員に呼びかけ 6 月～9 月の期間

取り組んできました。203 人か

らチャレンジシートの提出があ

りました。 

震災後のライフラインの停止

を経験したことから、「電気や

水」の有難味を痛感し、「節電・

節水」を行動に移せたことや、

その時の工夫（風呂水でトイレ

を流すなど）を活かしているこ

となどが感想として寄せられま

した。今年の夏はマスコミなど

でも「節電」が盛んに取り上げ

られたことも、チャレンジ取り

組みにはずみをつけました。 

参加者からは、グリーンカー

テンやすだれで日差しを遮る。

廊下や階段はセンサー付照明に

替えた。保冷材を首に巻いて涼

しく。ホウキで掃除。食器の汚

れはボロ布で拭いてから洗うな

どの節電・節水の工夫が多数寄

せられました。一週間のチャレ 

ンジ後も習慣化して続けられる

項目がたくさんあったようです。 

 この取り組みを活かして、11
月～2 月にかけて「冬の節電・

節水チャレンジ」を広げます。 

（環境活動事務局 昆野加代子）

● 「仙台市家庭用使用済み食用油リサイクルモデル事業」に協力 
 

仙台市から「仙台市家庭用使

用済み食用油リサイクルモデル

事業」への協力の要請を受け、

10 月 3 日（月）から、桜ヶ丘店

（青葉区）・榴岡店（宮城野区） 
・高砂駅前店（宮城野区）で、

使用済み食用油の回収を開始し

ました。今後は、モデル事業の

結果によりますが、仙台市内の

全店舗拡大に向けて取り組みを

進めます。 

回収した食用油は、市内の再

資源化業者がペットボトルごと

店舗から回収し、BDF（バイオ

ディーセル燃料）に精製した後、

再資源化業者のごみ収集車など

の燃料として利用されます。 

（環境管理室長 大原英範）

  

 

 
 

 

 

 



わたくしたちは、「平和とよりよき生活のために」という生協のスローガンに基づく取り組みを行います。唯一の被爆国の国民として、核

兵器廃絶を訴えるとともに、戦争放棄をうたった憲法 9 条を含めた日本国憲法のよさと大事さを学び、話し合い、多くの人々が平和を守

るネットワークへ参加する活動を広げていきます。 

環境のとりくみ 
 

平和のとりくみ    

   

 

 

 

 

追悼平和祈念館にて 

原子爆弾死没者を心から追悼するとともに、 

その惨禍を語り継ぎ、広く内外へ伝え、 

歴史に学んで核兵器のない 

平和な世界を築くことを誓います。 

「国立広島原爆死没者追悼平和祈念館」 

 東 北 大 生 協  

● 「Peace Now! Hiroshima 2011」参加報告 

 

東日本大震災から間もなかっ

たため、当初「Peace Now！ 
Hiroshima 2011」の参加に対し、

迷いがありました。しかし、震

災があったからこそ、平和につ

いてあらためて考えるべきだと

思い、参加を決めました。 
大学が甚大な被害を受けたに

もかかわらず、参加できたこと

に感謝します。 
8 月 5 日（金）1 日目。平和記

念資料館で原爆と歴史背景につ

いて学びました。そのあと、資

料館周辺の碑巡りをし、そのな

かに「広島県立第二中学校慰霊

碑」という石碑がありました。

その慰霊碑は、爆心地から600 m
で被爆し、亡くなった中学生と

教員の名前が刻まれたものです。

石碑には一見すれば無機質な文

字列が並んでいました。しかし

その一つひとつに人生があり、

そして、それを一瞬にして奪わ

れたという大きな悲しみがあっ

たはずです。十数万人の生を一

瞬で、無にした原爆の恐ろしさ

をあらためて感じさせられまし

た。 
 8 月 6 日（土）2 日目は、平和

記念式典に参列しました。朝か

ら照りつける陽射しの中、喪服

姿の方々が多数見受けられまし

た。8 時 15分、1 分

間の黙祷。蝉時雨の

なかに静寂がうま

れる。突然、その静

寂を、平和の鐘の音

が引き裂く。資料館

で見た光景ととも

に、66 年前の瞬間

が脳裏をかすめま

した。鐘は何度も鳴

り響き、1 分間とは

思えぬほど長かった

黙とうの不思議な感

覚は、帰仙後もなお、

私の体に刷り込まれています。 
 8 月 7 日（日）3 日目。当時の

映像や被爆者証言の保存を行っ

ている追悼平和祈念館で、「被爆

を決して風化させてはならな

い」という、ヒロシマの人たち

の心意気が感じられました。 
 8 月 8 日（月）4 日目。4 日間

のまとめを行い、各々決意表明

をしました。 
66年を経てもヒロシマが全く

風化しないのは、被害がただ甚

大だったからだけでなく、その

悲劇に誠実に向き合ってきた

人々の努力があったからだと感

じました。 
3 月 11 日、未曾有の震災が日

本を襲いました。偶然にも、私

たちは震災からの復興を担い、

「未来」を築いていく世代に当

たったわけですが、原爆投下後

のヒロシマから、復興に向けて

尽力し、「平和」を手中におさめ

てきた先人の精神に出会ったこ

とで、「震災復興」のために努力

し続けることが、いまの私たち

に求められているのだと思いま

す。 
（東北大生協教職員・院生組織 

委員 佐々木 敦）



環境のとりくみ ＮＰＯ法人 介護サービス非営利団体ネットワークみやぎの活動 
 

 

 

 
私たちは、いつでも、だれでも安心して暮らせる社会をめざしています。介護が必要な人にとって、体のケアだけではなく、心のケア

も念頭においた利用者本位のケアプランが作成され、安心して介護サービスを受けられることが最も大切です。私たちは、知恵と力を

合わせ、良質な介護サービス提供と健全な事業運営のためにいっそうの研修にはげむとともに情報を共有しネットワークをひろげ、も

って要介護者と介護者の人権擁護（尊重）、地域住民の福祉向上に資することを NPO 法人介護サービス非営利団体ネットワークみや

ぎ（介護ネットみやぎ）の目的とします。 

 

 

 

 

● 「2011 年度第 1 回地域密着型サービス外部評価審査委員会」報告 

 
介護ネットみやぎは 2010年 7

月 1 日、宮城県より｢宮城県地域

密着型サービス外部評価機関｣

として選定されました。蓄積し

たノウハウを活かし、公正中立

な立場できめ細かな評価を行な

っています。 
7 月 26 日（火）15 時から介護

ネットみやぎ事務所において、

地域密着型サービス外部評価審

査委員会を全員の出席で開催し

ました。審査委員会は地域密着

型サービス外部評価業務実施要

領において『定例会において、

評価事業についての報告を受け、

その内容について意見を述べる

ことにより、評価事業の運営の

適正化を図ることを役割とする。

更に、評価報告書につき、専門

的な観点から審査を行う必要が

あると判断される場合等に意見

を求められるものとする。』と規

定されています。事業の状況や

利用者家族アンケート結果、事

業所や利用者家族からの質問及

び回答などについて入間田範子

事務局長が報告し、審査委員に

アドバイスをいだきました。 
（事務局長 入間田範子） 

 
 

『地域密着型サービス外部評価審査委員』（敬称略） 

岩崎 利次 いわさき生活福祉研究所代表 

井上 博文 シンフォニーケア株式会社常務取締役・みやぎ小規模多機能型居宅介護連絡会代表 

齋藤 昭子 NPO 法人介護サービス非営利団体ネットワークみやぎ副理事長・みやぎ生協理事長 

齋藤 信子 社会福祉法人仙台ビーナス会法人総括施設長 

千葉 由紀枝 公益社団法人認知症の人と家族の会 宮城県支部世話人 

 
 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台 3F  ＴEL 022-276-5202  FAX 022-276-5205   
E ﾒｰﾙ sn.mkaigonet2@todock.jp  ＵＲＬ http://www.kaigonet-miyagi.jp/index.html 

 

NPO 法人 
介護ネットみやぎ 

 

≪介護ネットみやぎ地域密着型サービス外部評価受審のご案内≫ 
―サービスの質の向上をめざす事業所を応援します― 

＜評価事業の実績について＞ 

２００３年宮城県モデル評価事業「訪問介護サービス評価」実施 

２００４年宮城県モデル評価事業「通所介護サービス評価」実施 

２００５年宮城県モデル評価事業「居宅介護支援サービス評価」実施 

２００６年から｢介護サービス情報の公表｣制度の指定調査機関として調査事業実施 

＜外部評価内容について＞ 

対象サービス：①認知症対応型共同生活介護    ②小規模多機能型居宅介護 

対象区域  ：宮城県全域 

評価手数料等： 

 サービス種別及びユニット数 評価調査員数 訪問調査日数 手数料額 

１ユニット ２人 原則として１日 ４５，０００円

２ユニット ２人 原則として１日 ６０，０００円

３ユニット ３人 原則として１日 ７５，０００円

 

認知症対応型 

共同生活介護 

４ユニット ３人 原則として１日 ９０，０００円

小規模多機能型居宅介護  ２人 原則として１日 ４５，０００円

 



ユニセフ（UNICEF：国際連合児童基金）は、世界の子どもたちの命と健康を守るために活動する国連機関です。日本ユニセフ協会宮城

県支部は、2011 年 4 月 1 日より財団法人日本ユニセフ協会の公益財団法人への移行に伴い、名称が『宮城県ユニセフ協会』と変更に

なりました。活動や役員体制等は変わりません。（設立：1995 年 会員数：一般・学生 233 人 団体 4） 

環境のとりくみ 宮 会の活動 城県ユニセフ協
 

 

 

 

 

 

● 全国地域組織学習講師研修会 ＠ 仙台・宮城 

 

 公益財団法人日本ユニセフ協

会は、全国に 21 の地域組織（△

△県ユニセフ協会）があります。 
9 月 1 日（木）2 日（金）、全

国から事務局長やボランティア

学習講師 38 人が、宮城に集まり

ました。ユニセフ活動を多くの

人たちに広める役割を担ってい

る全国の道府県協会のメンバー

から、未曾有の被害を受けた被

災地の空気を感じ、今後の活動

に活かしたいという強い思いが

出され、今年の研修会は初の地

方開催となりました。日本ユニ

セフ協会・宮城県ユニセフ協

会・宮城支援室が協同して準備

にあたりました。 
１日目は、若林区荒浜～名取

市閖上～仙台空港～亘理地区を

バスで通り、ユニセフが支援し

ている山元町の保育所３ヶ所で、

草刈りや側溝の泥上げなどのボ

ランティアを行い、所長さんか

ら被害の状況や子どもたちの様

子をお聞きしました。津波が天

井近くまで襲った保育所の内部

を見て、みんな声を詰まらせて

しまいました。 
2 日目は、茂庭荘にて開発教

育協会（DEAR）と日本プレイ

セラピー協会から講師を招いて

研修を行いました。   

 

 

● 「ユニセフ・東日本大震災報告写真展」開催 

 

エルパーク仙台５Ｆ展示ギャ

ラリーにおいて、10月 10日（月）

～16 日（日）まで「ユニセフ・

東日本大震災報告写真展」を開

催しました。本写真展は、地震・

津波の被害の状況や、震災直後

から支援活動を行っているユニ

セフの活動状況を写真で表して

います。 
３月 11 日、未曾有の大災害。

（公財）日本ユニセフ協会は、

被害の深刻さが明らかになり始

めた翌朝、ユニセフ本部との協

議の後、被災各県のユニセフ協

会や生活協同組合をはじめ、地

元の協力団体の協力を得ながら

支援の準備を始めました。「被災

した子どもたちに寄り添う」ユ

ニセフの支援は、「助かった命を

守る」「水や衣料品を届ける」「学

校を再開させる」「乳幼児の保健

衛生」「幼稚園や保育所の再開」

などを着実に行ってきました。 
「Build Back Better（被災前

よりも良い状態を実現する）」，

ユニセフが支援活動を始めた当

初から訴えていることです。こ

の具体化のため、各地の復興計

画の中に、「子育てしやすいコミ

ュニティづくり」の働きかけも

始めています。 
（事務局長 五十嵐栄子）

山元町の保育所の視察と 

草刈りのボランティアをする参加者 

〒981-3194 宮城県仙台市泉区八乙女 4-2-2 みやぎ生協文化会館ウィズ TEL 022-218-5358 FAX 022-218-5945 
E メール sn.municef_miyagi@todock.jp  ＵＲＬ http://www.unicef-miyagi.gr.jp/ 

宮 城 県 

ユニセフ協会 
  



(財)みやぎ･環境とくらし･ネットワーク（Miyagi Environment Life Out-reach Network）ＭＥＬＯＮは、みやぎ生協・JA宮城中央会・県漁協・

県森連・日専連の県内で活動する協同組合が中心となって設立され、1995 年 12 月に財団法人化された環境ＮＧＯ（非政府組織）で

す。ＭＥＬＯＮは、緑と水と食とを通して地球と地球環境保全の活動を行なっています。会員数は個人 864、法人 97 団体、任意団体 17

団体です。合計 978 です。（8/31 現在） 

環境のとりくみ 環境ＮＧＯ （財）ＭＥＬＯＮの活動 
 

 

 

 

 

 

 

● 生ごみをたい肥化してごみ減量を！ 

 

MELON では、生ごみの堆肥

化をテーマに、9 月と 10 月に２

つの講座を行いました。 
ひとつは 9 月 30 日（金）名取

市相互台公民館で行った「ダン

ボールコンポストのつくり方講

座」で参加者は 16 人。みなさん

熱心にダンボールコンポストづ

くりに取り組んでくださいまし

た。参加者の一人が「いい堆肥

を作るのは難しそうね。」と言う

と、他の参加者の方が「いい堆

肥が出来なくても、ゴミを減ら

すことが目的だから！」と一言。

講座の主旨もきちんと伝わって

いたようです。 

ダンボールコンポストのつくり方を 

熱心に聞く参加者 

もうひとつは 10 月 2 日

（土）「MELON 環境市民

講座」として開催した「第

2 回生ごみ堆肥化＆ベラン

ダ園芸講座 プランター

で秋野菜 ブロッコリー

を育てよう！」で、20 人の

参加者がありました。夏に

ゴーヤなどをベランダの

プランターで育てた方が、その

プランターを活用して秋野菜を

育てることを想定した講座です。

参加者の方々は、ブロッコリー

の育て方にはもちろん興味深々

でしたが、生ごみ堆肥化の話し

を聞いて、ダンボールコンポス

トに挑戦しようという方が 6 人

出て、大好評の講座となりまし

た。 
 

● 「MELON Café」のご案内 

 
MELON 事務局では、自由交

流スペースを MELON Cafe と

名付け、常にみなさまに解放し

オーガニックコーヒーの無料提

供や、本の貸し出しなどを行っ

ています。 
 また MELON Café では毎月

「プチ講座」を開催しています。

１時間だけの体験講座です。 
 11 月はタオルや鍋カバーを使

った保温調理で、かぼちゃプリ

ンを作ります。 
12月はクリスマス企画として、

いらなくなったロウソクをリメ

イクしたキャンドル作りを予定

しています。詳細は決まり次第

MELON ホームページ等で告知

いたします。 
皆さん、お気軽にご参加くだ

さい！ 

（事務局統括 小林幸司）

 

 
 

 

 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台５F  ＴEL 022-276-5118  FAX 022-219-5713   
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MELON 事務局  

ＭＥＬＯＮ Café  「11 月のプチ講座」 

～保温調理で省エネ☆シンデレラのかぼちゃプリン作り～ 

【日時】 11 月１９日(土)１３：３０～１４：３０ 【場所】 ＭＥＬＯＮ事務局内スペース 

【参加費】 ３００円  【定員】 １０人（先着順） 【持 ち物 】 エプロン 

※お申し込みお問い合わせは MELON 事務局まで 



 
行事予定 

 

 

[ 日 時 ] 2011 年12 月 11 日(日) 13：:30～ 

[ 会 場 ] 仙台ガーデンパレス４Ｆ 羽衣の間  
仙台市青葉区榴岡 4-1-5 ☎ 022-299-7177 

［ 定 員 ］ 先着１００人 

［参 加 費 ］ 会員 1,000 円 一般 1,500 円 

［お問合せ］ 介護ネットみやぎ 
TEL：022-276-5202・FAX：022-276-5205 

緊急シンポジウム 

「どうする被災地の地域包括ケア」

 
 
 
 

「第３０回 宮城県めぐみ野交流集会」

第１部 13：30～14：30

●基調講演 

「地域包括ケアと介護報酬改定」 
講師：服部 万里子さん 

（立教大学コミュニティー福祉学部教授）   

第２部 14：40～16：30 

●パネルディスカッション 

パネリスト： 

社会福祉法人宮城厚生福祉会理事長 

     小野 ともみさん 
宮城県保健福祉長寿社会政策課介護政策専門監 

     小松 直子さん 
立教大学コミュニティー福祉学部教授 

     服部 万里子さん 

第３０回宮城県めぐみ野交流集会」（旧名：宮城県産

直交流集会）は、みやぎ生協の「産消直結 めぐみ野」

に集う生産者が、自ら受けた被害の復旧につとめなが

ら、仲間を励まし合い、宮城県の食料供給機能の回復

や第一次産業の活性化を目指しています。あらためて

支援の輪が広げることを目的に開催します。 

また、地域の産業復興の一翼を担うことを目的として

結成された「食のみやぎ復興ネットワーク」の意義と成

果を確認します。 

 

[お問い合わせ] 

みやぎ生活協同組合 生活文化部 担当：和賀 

ＴＥＬ 022-218-5331 ＦＡＸ 022-218-5945 

 

[日 時]  2011 年12 月 7 日(水) 10：00～ 

[会 場]  仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山） 

～

    みやぎ をめざして～ 

地域にねざした、つよい、しあわせな、

の産直
[規 模]  １,３００人(一般募集はしておりません) 

 
全体会 10：00～12：15 

  ＊ ビデオ上映 

  ＊ 実践報告 

  ＊ 集会アピールの提案 

分科会（第１分科会～第７分科会で開催） 13:30～15:00  

１．パネルディスカッション「第一次産業の復興のために」
２．果物・野菜    
３．米・梅干      
４．豚肉・鶏肉・大沼牛   
５．鶏卵・牛乳 
６．水産           
７．食のみやぎ復興ネットワークの取り組みについて 

 

主催:宮城県産消提携推進協議会 

主催：NPO 法人介護サービス非営利団体ネットワークみやぎ 
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